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大阪・震度6弱

射
年
超
の
割
合

大
阪
府
ワ
ー
ス
■

大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
６
弱
の
地
震
で
、
高
槻
市
な
ど
で
起
き
た
断
水
は
、

５０

年
以
上
前
に
敷
設
さ
れ
た
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
破
断
が
原
因
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
ぅ
た
一
大
阪

府
は
老
朽
管
の
割
合
が
全
国
で
飛
び
抜
け
て
高
い
。
政
府
は
水
道
管
の
更
新
工
事
を
進
め
る
た

め
、
水
道
法
改
正
案
を
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
が
、
人
口
が
密
集
す
る
都
市
部
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
抱
え
る
課
題
が
、地
震
に
よ
っ
て
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
▼
「
面
＝
交
付
税
繰
り
上
げ

●
水
道
管
が
破
断
し
て
水
が
噴
き
出
し
た
道
路

六
読
者
撮
影
）
●
水
が
噴
き
出
し
た
水
道
管

（大
阪
広
域
水
道
企
業
団
提
供
）
＝
い
ず
れ
も

・８
日
ヽ
大
阪
府
高
槻
市
下
田
部
町
２
丁
目

「
水
が
噴
き
出
し

て
、
辺
り

一
面
に
水
浸
し
だ

っ
た
」

一一．

高
槻
市
下
田
部
町
２
丁
目
の

水
道
管
が
破
断
し
た
、
現
場
近

く
に
あ
る
葬
儀
場
に
勤
務
す
る

女
性

（
４３
）
は
そ
う
語

っ
た
。
震

災

の
発
生
直
後
、
陥
没
し
た
道

路
か
ら
茶
色
ぐ
濁

，
た
水
が

「
ゴ
ト
「
と
い
う
音
を
立
て
勢

い
よ
く
噴
き
出
し
た
ず
道
路
は

対
の
よ
う
に
な
り、■
水
は
葬
儀

場
の
前
ま
で
押
し
寄
せ
た
。
警

察
官
か
ら
避
難
を
促
さ
れ
、
葬

儀
場
の
利
用
者
ら
と
移
動
。
夕

方
に
戻
つ
た
際
に
は
水
は
止
ま

っ
て
お
．り

，
復
旧
作
業
が
始
ま

っ
て
い
た
ｒ
　
　
一

一
女
性
は
■
ほ
か
に
も
古
い
水

道
管
が
地
震
で
破
裂
す
る
か
も

し
れ
な
い
と
思
う
と
不
安
で

す
」
と
話
し
た
。
　

●

大
阪
市
を
除
く
４２
市
町
村
に

水
を
供
給
す
る
、
大
阪
広
域
水

道
企
業
団
に
よ
る
と
、
府
内
で

破
断
し
た
水
道
管
は
、
高
槻
市

で
１
９
６
３
年
、
吹
田
市
で
６５

年

に
敷
設
さ
れ
た
２
本
ｏ
い
ず

れ
も
耐
震
化
さ
れ

て
い
な
か

っ

た
「府

環
境
衛
生
課
に
よ
る
と
、

２
本
が
破
断
し
た
結
果

、
高
槻

市

で
は
最
大
約

１９
万
３
８
０
０

人

（
一
部
断
水
含
む
）
、
箕
面

市

で
約

１
万
９
千
人
が
断
水

の

影
響
を
受
け
た
。

水
道
管

の
耐

用
年
数
は
、
法

令

で

４０

年

と

定

め

ら

れ

て

い

る

。

日

本

水

道

協

会

の
統

計

（
２
０

１
５
年
度

）
で
は
、

４０

年

を
超
え
た
老
朽
管

の
割
合
は

全
・国

平

均

が
一１３

・
６

％

。　
一

方

ヽ
府

で
は
、
企
業
団
が
管
理

す
る
水
道
管

の
老
朽
管
率
は
５８

ｏ
９
％
と
、
全
国
平
均
を
大
き

く
上
回
る
「

市
町
村
が
管
理
す
る
分
を
含

大
阪
だ
け
で
な
く
ヽ
老
朽
管

を
耐
震
性
の
あ
る
水
道
管
に
置

き
換
え
一る
更
新
工
事
は
、
十
分

に
進
ん
で
い
な
い
。
人
口
減
少

に
よ
る
水
道
料
金
の
収
入
が
落

ち
込
む
な
か
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
に
は
住
民
の
強
い
反
発
も

重
い
負
．担

進
ま
ぬ
耐
震
化

め

て
も

、
府

の
老
朽
管

の
延
長

は
６
８
９
０
ざ

、
全
水
道
管
に

占
め
る
割
合

は
２８

ｏ
３

％
と
、

ど

ち

ら

も

全

国

ワ

ー

ス
ト

ー

位
。
同
２
位
と
な
る
愛
知

５
９

９
５
♂

、
神
奈
川
２．

。
７
％
を

大

き

く

上

回

る

。

府

に

よ

る

と
、
大
阪
は
歴
史
的

に
都
市
化

が
早
く

、
高
度
成
長
期
を
中
心

に
水
道
管

の
敷
設
が
早
く
進
ん

だ
た
め
と
い
う
。

老
朽
管
率
が

４４

・
９
％

（
１６

年
度
）
の
大
阪
市

で
は

、
全
体

の
約

７
割
が
耐
震
化
し

て
い
な

い
。
今
回
は
断
水
な
ど
大
き
な

影
響
は
な
か

っ
た
が

、
市

は
南

海
■
ラ
フ
巨
大
地
震

に
備
え

て

必

た 年―‐‐‐颯
硼
貯
鋼
耀
動

な
知
議
け

今
年
度
か
ら
１０
年
間

で
１
９
０

予
想
さ
れ
、
更
新
が
追

い

つ
い

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

水
道
事
業

の
不
安
定
な
財
政

基
盤
は
防
災
対
策

に
も
直
結
す

る
。
東

日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震

で

も

長

期

間

の
断

水

が

発

生
。
水
道
法
改
正
案

で
は
こ
う

０
億
円
か
け

て
約

１
千
ざ

の
耐

震

化

を

進

め

る

。

担

当

者

は

「
優
先
度

の
高
い
、
耐
震
化
し

て
い
な
い
管

を
更
新
す
る
工
事

の
ベ
ー

ス
を
上
げ
た
い
」
と
し

て
い
る
。

し
た
現
状

も
踏
ま
え

、
都
道
府

県
に
対
し
ヽ
複
数

の
市
町
村

で

事

業

を

管

理

す

る

「
広

域

連

携
」
を
進
め
る
よ
う
促
す
内
容

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科

の
滝
沢
智
教
授

（
都
市
水

シ
ス
テ
ム
）
は

「
水
道
管

の
老

朽
化

は
、
古
く
か
ら
水
道
事
業

を
続
け

て
き
た
大
都
市
に
共
通

し
た
現
象
。
給
水
上
重
要
な
基

幹
管
路
か
ら
優
先
的
に
、
更
新

工
事
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
指
摘
す
る
。　
一
方

、
更

新
工
事
に
は
大
き
な
費
用
負
担

が
伴
う
。

滝
沢
教
授

は

「
経
済
性
と

の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り

つ
つ
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
広
域
化
や
官
民

連
携
に
よ

っ
て
事
業

の
効
率
化

を
図
る
水
道
法

の
改
正

に
期
待

し
た
い
」
と
話
す
。
　

　

　

　

・

（嘉
幡
久
敬
、
楢
崎
貴
司
、
古
田
寛

也
）


